
ヨーロッパトウヒの自殖弱勢

訳者のまえがき

農作物であるイネやコムギは自家受精を行ない、遺伝的にホモの状態になっている。したが

って親、子、孫と代々自殖をくりかえしても多くの形質はあまり変らず、品種として固定され

ている。

一方、林業が対象としている多くの針葉樹類は他家受精の植物である。このような植物では

自家受精してできた種子はシイナであったり、発芽力や発生後の生活力が低下するという現象

があらわれる。これを自殖弱勢という。農作物ではこのことがよく調べられているが、林木に

ついては理論的にわかってはいても実験例はあまり多くない。

ここに紹介する論文は、スウェーデンで行なわれた自殖弱勢の例を原著者がまとめたもので

ある。

☆          ☆         ☆

1909 年、シルヴェインはヨーロッパトウヒ５個体の自家受精を行ない、４個体から種子を取

った。また、同じ個体から自然交配によってできた種子も採取して、1910 年にそれらの種子を

苗畑にまいた。できた苗木は1916 年に３×３ｍの配置でストックホルムの北東30kmのアケルス

ベルガの実験林に植えつけた。

1971 年の樹高および胸高直径の測定結

果は図－１に示してある。自家受精（同

系交配）したものは生活力が低いために、

個々の個体間の競争は自然交配、つまり

異系交配の個体間より激しくないにもか

かわらず生長量は自然交配したものより

著しく低い。樹高の違いは樹令が増すに

つれて少なくなる傾向にあるが、材積生

長は自然交配したグループの材積に比べ

て自家受精したグループは50％以上も少

ない。

アンダーソンは生長と近交係数
※
の関係について一連の交配実験をアケルスベルガの実験林の

材料で行なった。４段階の近交係数を持つ子供を養成し、２年間温室で育てた後測定を行なっ

た。

抄  訳

図－１ ４母樹の自家受精および自然交配によ
る子供の平均樹高と平均胸高直径



シルヴェインが使った母樹のうち２母樹だけ生長と近交係数の関係を考察するのに用いた（図

－２）。これによると苗高と近交係数の間に明

らかな関係が見られる。図中の点は各近交係数

における各個体の苗高の平均値を表わす。相関

係数はそれぞれ１％水準および５％水準で有意

である。両者の家系とも近交係数が0.1増加する

と生長はほぼ４％低下する。これはニホンカラ

マツについてのラングナー（1962）やヨーロッ

パアカマツについてのスクイレイスとクラウス

ら（1962）の結果とよく一致している。

近交係数Ｆ＝0.5（自家受精）の子供を温室内

で育てた場合、自然交配より約20％の生長低下

がみられた。これと実験林に植えられた時の自

殖弱勢の大きさを比較しよう。この場合、８、

11、16、27 および60 年生の測定値の平均であるが、自然交配系より48％生長が低下した（図－

３）。自然交配のものは家系内に激しい競争が

あるため、もし60年生のものを除外すると生長

低下はさらに55％にもなる。

野外の実験林と温室内の苗木における自殖弱

勢の大きな差異は、生育条件の違いからくると

考えられる。野外では光、水および養分の競争

をしなければならないのに対して、温室内では

競争がないか、あるいはあっても弱いものであ

る。生育条件があまり厳しくない場合は異系交

配のものより同系交配のものにより好ましい条

件となっている。

これは苗畑などのような良い生育条件では同系交配かそうでないかを見きわめることは困難

であることを意味する。それゆえ、同系交配した苗木がすべて苗畑で生育できるとすれば、多

くの同系交配した苗木は造林地に植えられることになる。また、将来の林業ではほとんど刈払

いや間伐を行なわない林地が増加すると考えられるから、造林地に同系交配の苗木が多くなる。

※訳者注：近交係数とは交配により生ずる子孫中の対立遺伝子のホモの割合で、無作為交配を

行なっている集団内の個体は理論的にＦ＝０と考えられ、強度の近親交配が何世代

も続けられて、すべての対立遺伝子がホモになった個体ではＦ＝１である。

図－２ ２年生苗高と近交係数の関係



このことは造林地からの収益をかなり低下させることになるだろう。それゆえ、林木育種家は

人工更新のこのような傾向に対する遺伝的、経済的影響に注意しなければならない。
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